
・

二三四

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

目
　
次

、
は
じ
め
に

、
用
例
の
分
類

、
助
数
詞
の
用
法

、
特
定
の
助
数
詞
を
伴
わ
な
い
表
現

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

五
、
お
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

今
昔
物
語
集
（
以
下
、
「
本
集
」
と
い
う
）
は
、
平
安
時
代
院
政
期
に
成
立
し
た
わ
が
国
最
古
の
説
話
集
で
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
三
国

に
わ
た
る
古
今
の
仏
教
・
世
俗
の
説
話
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
竺
部
（
巻
一
～
五
）
、
震
旦
部
（
巻
六
～
十
）
、
本
朝
仏
法
部
（
巻
十
一
～
二

十
）
、
本
朝
世
俗
部
（
巻
二
十
一
く
⊥
二
十
こ
の
、
本
来
、
三
十
一
巻
か
ら
成
る
が
、
現
在
は
内
三
巻
を
欠
く
（
現
存
は
一
〇
四
〇
話
）
。
文
体
は

和
漢
混
清
文
で
、
漢
字
交
り
片
仮
名
宣
命
書
き
で
表
記
さ
れ
て
い
る
（
本
集
古
本
）
。

本
集
は
、
助
数
詞
研
究
上
、
極
め
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
そ
の
院
政
期
と
い
う
成
立
年
代
、
説
話
と
い
う
作
品
の
性
格
、
三
国
に
及

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

ぶ
素
材
・
構
成
、
出
典
と
の
関
わ
り
、
ま
た
、
文
体
等
か
ら
し
て
、
助
数
詞
に
関
す
る
種
々
の
問
題
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（1）

本
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
次
の
よ
う
な
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

○
　
峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
の
用
法
0
」
、
「
（
同
）
日
」
、
『
文
学
論
藻
』
、
第
三
五
号
、
第
三
六
号
、
一
九
六
七
年
三
月
、

同
五
月

右
は
、
そ
の
文
章
様
式
を
考
慮
し
な
が
ら
、
本
集
の
助
数
詞
の
用
法
を
観
察
し
、
こ
れ
を
平
安
時
代
の
各
種
の
文
章
様
式
に
お
け
る
助
数

詞
用
法
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
集
の
助
数
詞
は
か
な
り
多
種
類
に
わ
た
る
こ
と
、

し
か
し
、
事
物
の
数
量
を
示
す
場
合
に
は
、
む
し
ろ
、
基
数
十
接
尾
語
ツ
の
表
現
が
広
範
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
仮
名
文
字
語
文
、

お
よ
び
、
記
録
語
文
で
な
く
、
漢
文
訓
読
語
文
の
表
現
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
論
文
は
、
そ
の
助
数
詞
を
総
括
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
第
一
目
標
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
面
で
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
一
方
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
集
に
個
性
的
な
助
数
詞
の
用
法
、
天
竺
・
震
且
・
本
朝
各
部
の
間
に
お
け
る
用
法
差
な
ど
に
つ
い
て
は

言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
半
に
お
い
て
は
、
基
数
＋
接
尾
語
ツ
の
表
現
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
接
尾
語
ツ

の
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
表
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
二
様
を
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
果
し
て
同
等
に
扱
っ
て
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
今
一
度
、
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
意
味
も
含
め
、
本
稿
の
以
下
に
は
、
そ
の
助
数
詞
に
つ
き
、
再
度
検
討
し
て
み
た
い
。
今
昔
物
語
集
と
い
う
作
品
に
お
け
る
、

ま
た
、
ひ
い
て
は
当
時
の
説
話
世
界
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
き
、
多
少
の
知
見
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
稿
に
用
い
る
テ
キ
ス
ト
は
左
記
で
あ
る
。

（2）

○
　
山
田
孝
雄
・
他
、
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
今
昔
物
語
集
一
（
～
五
）
』
、
岩
波
書
店
刊

本
稿
に
引
く
用
例
は
、
そ
の
末
尾
に
　
（
　
）
　
を
も
っ
て
所
在
（
巻
・
語
）
を
示
す
こ
と
と
す
る
。



二
、
用
例
の
分
類

用
例
の
分
類
方
法
は
、
で
き
る
だ
け
峰
岸
論
文
に
合
せ
た
い
。
助
数
詞
の
事
例
を
処
理
す
る
に
際
し
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

（3）

い
る
（
《
　
》
内
は
私
意
に
よ
る
）
。

［
〓
　
事
物
の
名
称
が
、
そ
の
も
の
の
数
量
を
示
す
た
め
に
、
本
来
の
意
義
・
用
法
の
ま
ま
基
数
詞
と
複
合
し
て
、
一
種
の
数
詞
の
ご
と

く
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
自
立
的
用
法
の
名
詞
と
見
徹
す
。

［
二
］
　
事
物
の
名
称
そ
の
も
の
の
ほ
か
に
、
そ
の
数
量
を
示
す
特
定
の
語
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
基
数
と
熟
合
し
て
そ
の
事
物
の
数
量
・
性

質
・
形
状
な
ど
を
表
示
す
る
場
合
、
こ
れ
を
助
数
詞
本
来
の
用
法
と
す
る
。

右
の
［
二
］
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

日
　
量
を
測
る
単
位

Ⅲ
　
人
為
的
に
特
定
の
単
位
名
を
設
定
し
た
も
の
違
量
衡
制
称
量
法
》

佃
　
容
器
・
集
団
の
名
称
を
単
位
名
と
し
た
も
の
嘉
物
称
量
法
、
処
置
称
量
法
、
な
ど
》

日
　
数
を
数
え
る
単
位

Ⅲ
　
順
序
・
頻
度
・
種
類
な
ど
を
単
位
名
と
し
た
も
の
覇
量
詞
、
な
ど
》

拗
　
性
質
・
形
状
な
ど
を
単
位
名
と
し
た
も
の
篇
判
詞
の
類
の
殆
ん
ど
の
も
の
》

①
　
単
一
体
を
単
位
と
す
る
場
合

②
　
集
合
体
を
単
位
と
す
る
場
合
《
定
数
・
不
定
数
》

本
稿
は
、
お
お
む
ね
、
右
の
よ
う
な
分
類
方
法
に
従
う
が
、
個
々
の
用
例
に
つ
き
、
私
な
り
に
若
干
の
加
減
や
追
加
処
置
を
施
す
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
以
下
は
、
必
ず
し
も
峰
岸
論
文
の
場
合
と
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
出
入
り
に
つ
き
、
詳
し
く
説
明
し
て
お
か

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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字字
宇
家

行

帖

年

張

所

日

時

日

本

誓

　

歳

段

物

疋

種

並

筋

箇

総
腰
捜

菓

　

葉

層
帖
年

牧

所
支
。
旬
時
日
本
　
㌔
　
條
歳
段
滞
物
　
種
　
筋
箇
粒
紙

害腰

色
茎
　
蔀
葉

年
座
張
戸

l
イ

カ

日
旬
時
日
本
腰
枚
　
　
條
歳
　
滞
　
疋

朱

粒

年

所
　
日
旬
時
日
本
　
牧
果
柱
　
歳

粒

5～1 01～6 02～11 13～12

手

部 部

仔

p

具

部

具

足

領
讐

領

讐 讐

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
全
体
的
な
用
例
の
列
挙
そ
の
も
の
も
、
多
大
の
紙
数
を
必
要
と
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
と
て
も
で
き
な
い
。
多
く
は
別
稿
に
委
ね

る
他
な
い
が
、
本
集
に
お
け
る
助
数
詞
の
全
体
的
な
様
相
を
概
観
す
る
意
味
で
、
そ
の
一
覧
表
を
用
意
し
た
。
第
一
表
参
照
。

第
一
表
に
よ
っ
て
も
大
小
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
も
省
略
し
、
以
下
に
は
、
本
集
に
お
け
る
助
数
詞
の
用
法
を
中
心

と
し
て
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

三
、
助
数
詞
の
用
法

本
集
に
お
け
る
助
数
詞
の
用
法
に
つ
き
、
大
き
な
傾
向
と
し
て
左
記
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ヽ
l
l
ノ

llリ一
34

但
し
、

本
朝
部
に
は
、
そ
れ
以
前
の
天
竺
、
震
旦
部
よ
り
も
助
数
詞
が
出
現
し
や
す
い
。

本
朝
部
の
方
に
、
よ
り
和
風
の
助
数
詞
が
出
現
す
る
。

本
朝
部
の
方
に
、
よ
り
後
代
的
、
通
俗
的
な
助
数
詞
が
出
現
す
る
。

右
と
逆
に
、
天
竺
、
震
旦
部
に
和
風
の
通
俗
的
な
助
数
詞
が
出
現
す
る
。

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
相
互
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
戟
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

m
本
朝
部
に
は
、
天
竺
、
震
且
部
よ
り
助
数
詞
が
出
現
し
や
す
い
と
い
う
傾
向
は
、
第
「
衷
に
お
い
て
も
後
掲
の
第
二
表
に
お
い
て
も

比
較
的
明
瞭
に
看
取
さ
れ
よ
う
。
就
中
、
0
個
群
冨
物
称
量
法
、
処
置
称
量
法
、
な
ど
》
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
助
数
詞
各
群
の
中
で
も
、

こ
の
部
分
に
は
個
性
的
な
助
数
詞
が
出
現
し
や
す
い
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
こ
う
し
た
説
話
作
品
な
ど
の
場
合
、
よ
り

は
っ
き
り
と
し
た
形
で
現
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
朝
部
と
そ
れ
以
前
と
の
問
を
窺
う
に
つ
き
、
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。



○
　
我
ガ
読
奉
ル
所
ノ
妙
法
ノ
二
字
（
四
2
2
）

○
　
其
ノ
後
、
仙
人
、
八
字
ノ
文
ヲ
教
タ
リ
。
所
謂
ユ
ル
「
諸
悪
美
作
、
・
諸
善
奉
行
」
ト
云
ヘ
リ
。
（
五
1
0
）

○
　
大
王
忽
二
花
ノ
馨
ヲ
造
テ
千
乗
万
騎
ヲ
相
異
シ
テ
（
三
型

○
　
項
羽
ハ
番
属
千
乗
万
騎
ヲ
引
将
テ
来
レ
リ
。
（
一
〇
3
）

右
の
「
字
」
「
乗
」
「
騎
」
は
名
詞
と
み
る
方
が
穏
当
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
本
朝
部
に
は
助
数
詞
と
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
例
が
あ

る
。
○
　
御
製
微
妙
二
俣
フ
。
下
ノ
七
字
ハ
文
時
ガ
詩
ニ
モ
増
テ
候
フ
」
ト
。
（
二
四
竺

○
　
馬
二
乗
タ
ル
者
五
六
騎
、
（
二
九
2
1
）

言
詞
の
数
を
数
え
る
「
言
」
に
関
し
、
天
竺
、
震
旦
部
、
そ
の
他
に
名
詞
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

〇
　
二
言
ノ
詞
ヲ
交
へ
、
一
宿
ノ
契
ヲ
成
ス
事
ハ
、
皆
是
レ
前
世
ノ
業
因
也
。
（
二
5
）

○
　
我
レ
、
僧
ノ
一
言
ノ
教
二
依
ル
ガ
故
こ
、
人
間
二
返
ル
事
ヲ
得
け
㌍
（
七
鬱

〇
一
言
モ
不
漏
裁
リ
給
へ
レ
バ
也
。
（
一
一
1
）

○
　
盗
人
モ
、
頼
信
ガ
三
笠
嘩
7
、
質
ヲ
免
シ
テ
ケ
ム
。
（
二
五
1
1
）

類
似
表
現
と
し
て
、
本
朝
世
俗
部
に
次
が
み
え
る
。

○
　
平
カ
ニ
過
テ
可
行
カ
リ
シ
奴
ノ
、
由
元
キ
言
ヲ
一
事
云
テ
、
被
射
撃
；
カ
バ
、
（
二
五
1
0
）

（4）

こ
と

こ
れ
は
「
由
売
キ
言
」
を
ヒ
ト
コ
ト
と
数
え
た
も
の
で
、
こ
の
「
事
（
言
）
」
は
助
数
詞
と
認
め
ら
れ
る
。

m
本
朝
部
の
方
に
、
よ
り
和
風
の
助
数
詞
が
み
え
る
と
は
、
左
記
の
事
例
に
よ
る
。

「
丸
」
の
、
丸
薬
を
数
え
る
用
法
に
次
が
あ
る
。

○
　
此
ノ
薬
ヲ
一
日
一
丸
可
令
服
シ
。
（
一
1
5
）

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
　
（
薬
）
大
サ
柚
ノ
如
㌢
色
ハ
赤
キ
ヲ
三
丸
ヲ
遣
ル
。
（
一
望

右
は
、
中
国
漢
代
に
も
遡
る
用
法
で
あ
る
。

○
　
田
口
始
括
実
先
舗
食
呑
五
丸
（
居
延
簡
贋
二
六
五
・
2
A
）

○
　
□
為
十
二
丸
宿
母
　
食
馬
以
一
丸
呑
之
（
教
壇
簡
膜
、
大
庭
四
九
九
、
C
五
三
四
）

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

ま

ろ

か

れ

他
方
、
本
朝
仏
法
部
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
一
つ
か
み
の
意
で
、
「
一
丸
」

（5）

の
表
記
と
さ
れ
る
。

六
〇

○
　
左
ノ
方
ノ
髪
ヲ
一
丸
カ
レ
振
出
シ
テ
押
シ
切
テ
（
一
六
9
）

「
所
」
は
、
楢
、
寺
の
所
在
、
庇
、
書
く
場
所
、
行
く
所
、
遊
ぶ
所
な
ど
を
数
え
、
こ
の
用
法
は
天
竺
部
、
本
朝
部
に
み
ら
れ
る
（
三
1
0
、

五

9

、

二

2

、

二

9

、

一

三

軍

二

五

9

、

三

一

1

1

）

。

○
　
阿
修
羅
王
ト
云
フ
者
有
り
。
（
中
略
）
栖
二
所
也
。
一
ハ
海
ノ
側
也
、
一
ハ
大
海
ノ
底
也
。
（
三
1
0
）

○
　
王
ノ
御
身
二
千
所
ノ
痕
ヲ
彫
テ
、
（
五
9
）

他
方
、
本
朝
世
俗
部
に
は
、
三
柱
の
祭
神
を
「
所
」
で
数
え
た
例
が
あ
る
。

○
　
願
ク
ハ
八
幡
三
所
、
我
丹
誠
ヲ
照
シ
給
へ
。
（
二
五
蔓（6）

「
間
」
は
、
本
集
で
も
、
多
く
は
柱
間
を
意
味
す
る
。

○
　
其
ノ
庁
ノ
事
ヲ
見
レ
バ
、
此
レ
、
長
キ
屋
也
、
三
間
二
坐
セ
リ
。
各
床
案
有
り
、
（
九
3
1
）

○
　
板
茸
ノ
寝
殿
ノ
妻
二
三
間
許
ノ
小
廊
ノ
有
ル
こ
、
（
二
二
7
）

○
　
行
着
テ
見
レ
バ
、
五
間
ノ
寝
殿
有
り
。
（
二
七
聖

○
　
我
ガ
家
三
間
四
面
ノ
堂
ヲ
ナ
ム
起
タ
ル
。
（
二
四
5
）

し
か
し
、
他
方
、
本
朝
部
に
は
部
屋
の
数
を
意
味
す
る
と
み
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

○
　
水
浄
キ
谷
迫
。
三
間
ノ
菅
産
ヲ
造
り
。
一
間
ハ
昼
ル
居
ル
所
㌣
（
中
略
）
次
ノ
間
ハ
寝
所
㌣
（
三
3
4
）



○
　
奄
ノ
後
二
一
間
ナ
ル
持
仏
堂
造
置
テ
、
（
一
五
讐

○
　
侍
ノ
廊
㍍
二
三
間
許
ヲ
ロ
テ
（
一
九
5
）

○
　
客
人
居
ト
思
シ
キ
所
ノ
一
間
許
有
ケ
ル
こ
、
（
二
六
鬱

右
の
第
三
例
に
関
し
て
は
、
梅
沢
本
に
「
ふ
た
ま
み
ま
ば
か
り
し
つ
ら
ひ
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
聖
苗
数
詞
「
ま
」
を
表
わ
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
本
朝
部
の
方
に
、
よ
り
和
風
の
助
数
詞
が
み
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
の
部
に
、
よ
り
本
来
的
な
、
あ
る
い
は
、
古
典
的

な
助
数
詞
が
み
え
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
次
の
「
偶
」
は
、
頒
偶
を
数
え
る
も
の
で
、
漢
訳
仏
典
に
出
る
表
現
で
あ
り
、
ま
た
、
「
員
」

は
、
宮
人
を
対
象
と
す
る
助
数
詞
で
、
日
本
で
は
、
や
や
、
堅
い
用
法
と
み
ら
れ
る
。

○
　
華
厳
・
摩
詞
般
若
・
大
集
・
法
花
等
ノ
経
十
二
部
井
二
十
万
偶
有
テ
、
（
六
邑

○
　
大
般
若
経
ノ
二
十
万
個
ヲ
収
メ
奉
り
、
（
七
6
）

○
　
今
二
貞
ノ
官
閲
タ
ル
事
有
り
。
（
九
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

単
位
に
関
す
る
例
で
あ
る
が
、
次
の
「
肘
」
な
ど
は
、
実
態
（
実
寸
）
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
監
〈
そ
の
ま
ま

を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

○
　
捏
婆
達
多
、
仏
ノ
御
許
二
行
テ
三
十
肘
ノ
石
ヲ
投
テ
仏
ヲ
打
奉
ル
時
ニ
、
（
一
1
0
）

用
本
朝
部
の
方
に
、
よ
り
後
代
的
、
通
俗
的
な
助
数
詞
が
み
え
る
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
よ
る
。
0
拗
群
の
処
置
称
量
法

の
場
合
か
ら
み
て
い
こ
う
。

「
束
」
（
日
脚
群
）
は
、
本
朝
仏
法
郡
に
、
「
稲
ヲ
十
束
」
（
一
四
讐
「
薪
一
束
ヲ
」
（
二
〇
異
同
世
俗
部
に
「
葦
ヲ
二
乗
」
（
二
五
9
）
、

「
或
ハ
四
五
束
、
或
ハ
十
束
、
或
二
三
束
琴
取
ラ
ス
。
」
（
葦
、
二
六
1
3
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

○
稜
ノ
藁
三
束
ヲ
焼
ク
。
三
尺
ヲ
一
束
二
成
シ
テ
三
束
ト
ス
。
湯
二
合
セ
テ
汁
三
斗
ヲ
取
テ
、
此
ヲ
煎
ジ
テ
、
二
斗
二
成
シ
テ
、
猪
ノ
毛
十
把
ヲ
聖
末
シ

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

テ
、
其
汁
二
合
セ
テ
、
（
二
四
9
）

（

あ

は

き

び

）

　

　

　

　

　

〇

エ

エ

こ
の
条
は
、
日
本
霊
異
記
巻
中
㈲
に
基
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
同
霊
異
記
に
は
「
焼
二
稜
藁
三
軍
質
頑
合
レ
湯
取
レ
汁
三

（8）

斗
」
と
あ
る
。
霊
異
記
で
は
割
注
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
形
式
は
と
も
か
く
、
「
三
尺
ヲ
一
束
二
成
シ
テ
」
と
の
一
文
に
は
注
意
さ
れ
る
。

即
ち
、
こ
れ
は
、
古
代
の
「
囲
」
を
規
定
す
る
表
現
に
酷
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
囲
」
は
、
古
く
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
助
数
詞
で
、
正
倉
院
文
書
、
日
本
書
紀
、
延
喜
式
、
そ
の
他
に
多
く
の
使
用
例
が
あ
り
、
本
集

天
竺
部
に
も
左
記
（
第
三
例
）
　
が
あ
る
。

○
　
乾
草
各
五
囲
。
木
葉
二
囲
。
周
三
尺
為
レ
囲
。
（
令
義
解
、
厩
牧
令
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
二
五
一
頁
）

〇
　
三
尺
槍
皮
九
百
囲
。
紅
壁
寸
（
延
喜
式
、
木
工
寮
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
七
九
一
貫
）（9）

○
　
亦
、
須
弥
山
ヨ
リ
四
ノ
樹
ヲ
下
セ
リ
。
其
ノ
樹
、
各
千
国
也
、
高
キ
事
、
百
由
旬
、
（
三
3
4
）

か
ぷ
ら
な

「
囲
」
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
藁
、
藍
、
苦
、
槍
皮
な
ど
の
数
量
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鎌
倉

時
代
に
入
る
と
、
そ
の
用
例
は
急
に
少
な
く
な
り
、
「
室
町
時
代
に
な
る
と
園
は
史
料
か
ら
全
く
見
ら
れ
な
く
な
り
、
駄
の
み
が
用
い
ら
れ
、

（10）

藁
な
ど
は
束
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
」
と
さ
れ
る
。
「
囲
」
と
「
束
」
と
の
混
用
は
、
既
に
、
正
倉
院
文
書
に
み
ら
れ
る
と
い
う
が
、
後

者
に
前
者
と
同
じ
数
量
を
表
わ
す
用
法
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
前
者
「
囲
」
の
衰
退
も
早
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
安
時
代
後
半
期

と
も
な
れ
ば
、
「
囲
」
よ
り
も
「
束
」
の
方
が
、
よ
り
日
常
的
な
助
数
詞
で
あ
っ
た
か
と
み
う
け
ら
れ
る
。

日
加
群
の
器
物
称
量
法
に
関
し
て
は
、
本
朝
部
（
仏
法
部
・
世
俗
部
）
に
、
次
の
よ
う
な
注
意
す
べ
き
例
が
あ
る
。

（
ヒ
ト
ウ
チ
）

○
　
音
ハ
鼻
音
こ
テ
高
カ
リ
ケ
リ
、
物
云
ヘ
パ
一
内
響
テ
ゾ
聞
ヱ
ケ
ル
。
（
二
八
2
1
）

（
ヒ
ト
ツ
キ
）

○
　
此
ノ
娘
こ
モ
大
㌘
銀
ノ
器
二
銅
ノ
湯
ヲ
一
器
入
レ
テ
、
（
一
九
2
0
）

（
ヒ
ト
ツ
キ
）

○
　
酒
ヲ
蓋
二
一
塔
入
レ
テ
、
（
二
八
一
望

（
ヒ
ト
ツ
ボ
）

○
　
壷
ノ
内
二
大
ナ
ル
小
サ
キ
蛇
一
壷
、
頭
ヲ
指
上
テ
念
キ
合
タ
リ
。
（
一
九
聖



（
ヒ
ト
ツ
ボ
）

〇
　
二
人
ノ
男
モ
寄
テ
共
二
臨
ク
こ
、
壷
二
酒
一
壷
入
タ
リ
。
（
一
九
2
1
）

（
ヒ
ト
ハ
タ
ゴ
）

○
　
旅
籠
ヲ
引
上
タ
ル
ヲ
見
レ
バ
、
平
茸
ノ
限
り
一
旅
籠
入
タ
リ
。
（
二
八
墾

（
ヒ
ト
モ
ノ
）

○
　
庁
二
大
キ
ナ
ル
壷
ノ
有
ケ
ル
こ
、
水
ヲ
一
物
入
レ
テ
、
（
二
八
1
3
）

（
ヒ
ト
モ
ノ
）

○
　
物
一
物
入
タ
ル
袋
ヲ
、
鹿
ノ
皮
ヲ
以
テ
哀
タ
リ
。
（
二
八
4
4
）

（
ヒ
ト
モ
ノ
）

○
　
絹
・
布
・
綿
ナ
ド
ヲ
一
物
入
レ
タ
リ
ケ
リ
。
（
二
八
4
4
）

（
ヒ
ト
カ
メ
）

○
　
瓶
ノ
内
ヲ
見
こ
、
金
ヲ
一
瓶
入
テ
埋
ケ
ル
ヲ
見
付
テ
ケ
レ
バ
、
（
二
六
1
4
）

（
ヒ
ト
ソ
デ
）

○
　
袖
二
物
ヲ
入
レ
テ
、
袖
ヲ
覆
テ
隠
シ
テ
持
来
タ
リ
。
置
ク
ヲ
見
レ
バ
、
平
茸
ヲ
一
袖
入
レ
テ
持
来
タ
ル
也
ケ
リ
。
（
二
八
1
7
）

右
に
つ
き
、
「
一
内
」
は
、
そ
の
家
中
に
、
「
一
器
」
は
、
大
盃
に
な
み
な
み
と
入
れ
て
、
「
一
杯
」
は
、
蓋
に
い
っ
ぱ
い
、
以
下
、
同
様
に

し
て
、
「
一
袖
」
は
、
袖
一
杯
に
入
れ
て
、
云
々
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
「
内
」
「
器
」
「
杯
」
「
壷
」
「
旅
籠
」
「
物
」
「
瓶
」
「
袖
」

は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
［
容
器
］
に
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
、
と
の
意
を
表
わ
す
。
巻
二
十
八
、
二
十
六
、
お
よ
び
、
巻
十
九
に
集
中
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
本
集
中
、
和
文
脈
の
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
巻
次
で
あ
る
。

類
似
し
た
表
現
に
「
一
盛
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
天
竺
部
、
ま
た
、
本
朝
仏
法
部
に
も
み
え
て
い
る
。

（
ヒ
ト
モ
リ
）

○
　
戸
ノ
脇
二
坪
二
油
ヲ
一
盛
大
レ
テ
居
タ
リ
。
（
四
7
）

（
モ
リ
）

○
　
実
二
美
麗
ナ
ル
女
人
、
世
∩
〓
∪
飯
一
盛
ヲ
持
テ
、
「
餓
㍗
云
㍊
此
ヲ
食
一
㌢
ト
令
得
翌
（
一
七
4
7
）

第
一
例
は
、
「
即
以
一
鉢
盛
満
中
油
」
（
原
典
）
を
訳
し
た
も
の
ら
し
い
。
第
二
例
は
、
や
は
り
、
山
盛
り
一
杯
に
、
の
意
で
あ
る
が
、
次
は
、

逆
に
、
ほ
ん
の
一
杯
（
少
し
）
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

○
知
タ
″
人
ノ
許
二
飯
一
（
撃
湯
一
（
嘩
ヲ
乞
二
道
リ
ツ
。
暫
許
有
テ
、
外
居
二
飯
一
（
野
人
テ
、
誓
ハ
シ
テ
、
（
ヒ
撃
湯
ナ
ド
入
レ
テ
持
来
ヌ
。
（
一
二

3
5
）

「
一
握
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

「
一
内
」
以
下
、
「
一
盛
」
は
、
な
み
な
み
い
っ
ぱ
い
、
あ
る
い
は
、
ほ
ん
の
少
し
と
い
う
程
度
を
も
表
わ
し
て
い
る
が
、
容
器
・
器
物
を

も
っ
て
量
（
数
量
）
を
称
す
る
点
、
そ
れ
な
り
の
類
別
機
能
を
有
す
る
点
、
ま
さ
し
く
助
数
詞
と
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
0
m
群
（
動
量
詞
）
　
に
関
し
て
は
、
「
切
」
「
段
」
「
纏
」
「
足
」
「
辛
巻
」
　
の
類
に
注
目
さ
れ
る
。

○
　
余
五
此
ヲ
聞
テ
、
「
此
許
被
歴
ヌ
レ
バ
今
ハ
限
ナ
メ
リ
。
然
ド
モ
一
切
レ
支
テ
可
戦
キ
也
」
ト
云
テ
、
（
二
五
5
）

頭
注
に
、
「
一
し
き
り
・
〓
」
ら
え
二
戦
の
意
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
み
も
意
も
未
詳
。
送
り
が
な
を
無
視
す
れ
ば
、
「
切
」

ひ
と

に
は
セ
ム
の
訓
が
あ
る
の
で
、
「
攻
」
と
同
義
と
思
わ
れ
る
が
、
諸
本
に
異
文
は
な
い
。
な
お
（
後
略
）
」
と
あ
る
。
今
、
一
し
き
り
の
意
と
解

甲
刺
爪

し
た
。
関
連
し
て
左
記
が
あ
る
。

○
　
我
、
年
来
高
山
こ
住
シ
テ
、
天
狗
ヲ
祭
ル
ヲ
以
テ
伎
㌢
『
一
切
レ
人
二
貴
バ
セ
給
へ
k
ト
、
音
ヲ
挙
テ
叫
ビ
瞳
け
）
（
二
〇
4
）

ノ

（

ヒ

ト

シ

キ

リ

）

○
　
其
後
、
暫
ク
有
程
こ
、
一
切
騒
ギ
喧
テ
、
（
二
六
1
9
）

頭
注
に
は
、
前
者
に
つ
き
、
「
何
と
よ
む
か
、
未
詳
。
」
、
後
者
に
つ
き
、
「
あ
る
時
を
中
心
と
し
て
前
後
の
纏
っ
た
時
間
を
指
す
。
名
義
抄

に
よ
り
て
、
ア
マ
ネ
ク
と
よ
め
ば
、
家
内
一
同
、
上
を
下
へ
の
大
騒
ぎ
を
し
た
こ
と
を
指
す
。
」
と
あ
る
。

○
　
又
銭
ノ
杖
ヲ
以
テ
、
朝
二
三
百
段
、
昼
二
三
百
段
、
タ
ニ
三
百
段
、
合
テ
九
百
段
、
毎
日
二
打
迫
ム
。
（
二
〇
1
6
）

（

キ

ダ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

ニ

ジ

フ

タ

ン

）

他
に
、
「
牛
ノ
頭
ナ
ル
鬼
ヲ
三
段
二
切
致
シ
テ
置
タ
リ
。
」
（
一
七
望
、
「
熊
葛
ノ
練
鞭
升
段
　
也
」
（
二
三
1
7
）
と
み
え
る
が
、
打
つ
回
数
を
表

わ
す
の
は
右
だ
け
で
あ
る
。

○
　
左
ノ
方
ノ
髪
ヲ
一
丸
カ
レ
擾
出
シ
テ
押
シ
切
テ
、
（
中
略
）
指
ノ
崎
二
三
纏
許
巻
テ
、
（
一
六
9
）

「
纏
（
纏
）
」
は
、
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
助
数
詞
で
あ
る
。

（
ナ
ヤ
マ
サ
レ
）

○
　
童
部
、
皆
一
足
ヅ
、
腰
ヲ
踏
テ
過
㌢
老
法
師
ノ
腰
ハ
踏
ミ
被
叡
ヌ
。
（
二
〇
2
）

○
　
幕
ノ
外
二
引
出
シ
タ
ル
ヲ
、
一
足
ヅ
、
殿
上
人
共
踏
ケ
レ
バ
、
七
八
度
許
被
踏
ニ
ケ
リ
。
（
二
八
3
）

足
で
一
踏
み
（
一
蹴
り
）
ず
つ
し
た
こ
と
を
い
う
。
後
に
は
、
鞠
（
対
象
）
に
「
足
」
を
用
い
た
例
が
あ
る
。



「
足
」
は
、
こ
の
他
、
本
朝
仏
法
部
に
縄
床
の
足
を
数
え
た
例
、
本
朝
世
俗
部
に
藁
沓
を
数
え
た
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
他
の
資
料
に

も
例
が
あ
る
。

○
　
蛇
（
中
略
）
尾
ヲ
以
テ
鷲
ノ
撃
リ
始
メ
テ
、
身
ヲ
五
ッ
辛
巻
、
六
辛
巻
許
巻
テ
、
尚
残
タ
ル
尾
ヲ
以
テ
鷲
ノ
片
足
ヲ
三
返
り
許
巻
テ
、
縛
ル
様
。
ロ

レ
バ
、
（
二
九
3
3
）

か
ら
ま

「
辛
巻
」
と
は
、
絡
巻
く
回
数
を
数
え
る
。

こ
の
日
Ⅲ
群
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
例
も
な
お
ざ
り
に
で
き
な
い
。
本
朝
世
俗
部
に
み
え
て
い
る
。

○
　
盗
人
ノ
ロ
ヲ
刀
ヲ
抜
テ
二
刀
三
刀
突
勅
）
（
二
九
7
）

以
上
、
「
切
」
以
下
の
助
数
詞
は
、
他
の
資
料
に
も
余
り
例
の
な
い
よ
う
な
通
俗
的
用
法
に
あ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
本
朝
部
、

こ
と
に
、
そ
の
世
俗
部
に
み
え
る
点
に
注
意
さ
れ
よ
う
。

日
脚
①
群
の
「
隻
」
は
、
本
集
に
二
例
み
え
る
。

（
カ
ム
ザ
シ
）

○
　
我
ガ
身
ノ
具
”
リ
金
ノ
欽
五
隻
ヲ
、
（
七
埜

（
シ
ヤ
ク
）

○
　
鮮
ナ
ル
煤
八
隻
ヲ
買
取
テ
、
（
一
二
2
7
）

（
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

震
且
部
の
前
者
に
つ
き
、
「
髪
ノ
上
二
玉
ノ
欽
一
撃
ヲ
差
テ
来
タ
リ
。
」
（
九
1
9
）
と
み
え
る
「
讐
」
字
の
省
文
か
と
さ
れ
る
が
、
し
ば
ら
く

「
隻
」
字
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。

本
朝
仏
法
部
の
後
者
に
つ
き
、
出
典
と
さ
れ
る
日
本
霊
異
記
下
で
は
「
鰭
八
隻
」
と
な
っ
て
お
り
、
三
宝
絵
詞
中
十
六
で
は
「
な
よ
し
や

（14）

つ
」
（
東
大
寺
切
）
、
本
朝
法
華
験
記
上
、
第
十
で
は
「
八
尾
魚
」
と
な
っ
て
い
る
。

延
喜
式
で
は
、
類
す
る
金
属
具
や
魚
を
「
隻
」
で
数
え
て
い
る
。
だ
が
、
中
世
に
な
る
と
、
前
者
の
よ
う
な
例
が
み
え
ず
、
魚
・
鳥
に
「
隻
」

（15）

を
用
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
前
者
は
古
典
的
用
法
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
、
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
や
は
り
、
本
朝
部
の
通
俗
性
の
窺
え
る
例
と
し
て
左
記
が
あ
る
。

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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○
　
壷
屋
〓
撃
て
　
畳
ヲ
敷
テ
給
へ
」
ト
云
ヘ
バ
、
（
一
七
4
4
）

（
ヒ
ト
ツ
ポ
）

別
に
、
「
壷
二
酒
二
重
入
タ
リ
。
」
（
一
九
型
と
も
み
え
る
が
、
右
の
場
合
、
こ
の
壷
屋
は
、
「
母
屋
か
ら
離
れ
て
建
て
た
、
物
置
風
の
小
屋
」

と
さ
れ
る
　
（
頭
注
）
。

○
　
海
二
行
テ
釣
㌢
間
こ
、
釣
ノ
縄
二
噴
付
テ
、
腕
十
貝
上
タ
リ
。
（
二
〇
1
7
）

O
　
「
腕
十
貝
ハ
其
直
米
五
斗
ト
思
」
ト
。
（
二
〇
1
7
）

○
　
俗
ノ
云
、
『
我
等
僧
俗
十
人
ハ
此
、
汝
ガ
買
テ
海
二
放
チ
シ
所
ノ
腕
十
貝
也
』
ト
。
（
二
〇
1
7
）

「
腕
」
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
日
本
霊
異
記
を
出
典
と
す
る
が
、
そ
の
本
文
に
は
「
嫉
十
貝
」
「
娠
十
具
」
と
あ
り
、
「
嫉
」
の
訓

（16）

釈
に
「
河
支
」
と
あ
る
。

本
集
に
お
い
て
も
霊
異
記
に
お
い
て
も
「
具
」
と
の
異
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
貝
の
一
種
で
あ
り
、
こ
れ
を
即
物
的
に
「
－
貝
」
で
数
え

た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
、
通
俗
的
な
助
数
詞
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

同
　
右
と
は
逆
に
、
天
竺
、
震
旦
部
に
和
風
の
通
俗
的
な
助
数
詞
が
み
え
る
例
と
し
て
、
「
箸
」
「
絡
」
「
柱
」
「
手
」
「
補
」
な
ど
が
あ
る
。

（
ヒ
ト
ハ
シ
）

○
　
羅
喉
羅
、
供
養
ヲ
受
テ
一
箸
ヲ
食
シ
テ
後
、
涙
ヲ
流
シ
テ
巽
ク
事
、
幼
キ
児
ノ
如
シ
。
（
四
2
）

こ
の
条
、
出
典
は
未
詳
と
さ
れ
る
が
、
天
竺
の
波
斯
匿
王
が
羅
喉
羅
を
請
じ
た
話
で
あ
る
。
右
は
、
編
集
者
に
よ
っ
て
添
え
ら
れ
た
助
数

詞
で
あ
ろ
う
。

（
ミ
ヨ
リ
）
（
ヨ
ヨ
リ
）

○
　
其
ノ
度
ハ
三
絡
四
絡
ノ
縄
ヲ
上
グ
ッ
。
（
一
〇
冊
望

原
典
の
大
荘
厳
経
巻
第
十
五
（
八
三
）
に
は
、
「
虚
繰
」
「
小
鹿
縄
索
」
「
盛
大
縄
索
」
と
い
っ
た
語
が
み
え
て
い
る
が
、
「
三
絡
四
絡
」
と
の

（17）

語
句
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
右
の
助
数
詞
も
、
意
を
汲
ん
で
の
和
訳
の
過
程
で
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
　
笑
キ
悲
テ
、
忽
二
其
ノ
所
二
十
柱
ノ
賢
者
ヲ
請
ジ
テ
、
一
日
二
升
巻
ノ
枇
虚
遮
那
経
ヲ
書
写
・
供
養
シ
奉
レ
リ
。
（
五
鬱

（18）

「
柱
」
は
、
本
集
全
体
を
通
し
て
天
竺
部
に
右
一
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
を
数
え
る
助
数
詞
で
、
し
か
も
、
敬
称
（
敬
語
）
で
あ
る
。



（19）

記
紀
で
は
、
神
、
仏
、
仏
像
、
天
皇
、
皇
子
、
僧
尼
な
ど
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
賢
者
、
貴
人
を
対
象
と
す
る
例
で
あ

る
。

（
ヒ
ト
テ
）

○
　
太
子
、
此
ノ
弓
二
箭
一
手
ヲ
取
具
シ
、
（
三
1
5
）

も

ろ

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

0

）

「
一
手
」
と
は
、
諸
矢
（
甲
矢
・
乙
矢
の
的
矢
「
対
）
を
い
う
。
右
は
、
摩
靖
捏
国
の
燵
杭
太
子
の
話
で
、
賢
愚
経
巻
第
二
、
降
六
師
晶
第

（21）

十
四
後
半
の
本
生
育
を
出
典
と
す
る
。
原
典
に
「
持
レ
弓
捉
レ
具
」
と
あ
る
条
に
相
当
す
る
が
、
「
一
手
」
と
の
表
現
は
な
い
。
や
は
り
、
和
訳

の
過
程
に
お
い
て
入
り
込
ん
だ
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。

右
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
銭
高
を
表
わ
す
も
の
（
単
位
）
だ
が
、
参
考
と
な
ろ
う
。（22）

○
　
今
昔
、
天
竺
二
一
人
ノ
人
有
テ
、
財
ヲ
買
聖
為
こ
、
銭
五
十
両
ヲ
子
二
令
持
テ
隣
国
二
道
ル
。
（
九
1
3
）

○
今
五
日
ヲ
経
テ
我
ガ
家
。
千
両
ノ
金
ヲ
得
貰
垂
在
マ
セ
、
其
ノ
㌣
進
撃
二
乙
1
1
）
　
　
　
　
ゼ
ニ
（
墾

前
者
の
出
典
は
、
冥
報
記
巻
上
仙
で
あ
る
。
原
典
に
は
「
銭
五
万
」
と
あ
り
、
類
話
を
収
め
る
打
開
集
で
は
「
銭
五
千
巻
ヲ
」
、
宇
治
拾
遺

（25）

物
語
下
末
一
で
は
「
銭
五
十
貫
」
と
あ
る
。
金
銭
の
価
を
重
さ
の
単
位
「
両
」
で
示
す
例
は
本
朝
部
に
も
み
え
て
い
る
（
一
四
4
、
一
六
興

（26）

な
ど
）
。
原
典
の
「
五
万
」
を
「
銭
五
千
両
」
と
改
め
、
「
両
」
字
を
添
え
た
の
は
、
日
本
風
に
わ
か
り
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（27）

後
者
の
出
典
は
、
荘
子
巻
第
五
外
物
篇
第
二
十
六
で
、
原
典
に
は
「
我
将
レ
得
二
邑
金
バ
将
レ
貸
＝
子
三
百
金
」
可
乎
。
」
と
あ
る
。
右
に
同

趣
と
解
さ
れ
る
。

以
上
の
場
合
、
多
く
は
原
典
に
助
数
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
助
数
詞
は
、
本
集
の
編
集
者
の
手
に
よ
っ
て
添
え
ら

れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
添
え
ら
れ
る
助
数
詞
は
、
自
ら
和
風
の
、
日
常
通
俗
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
原
典
に
助
数
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
こ
こ
に
和
風
の
対
処
の
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
原
典
に
お

け
る
助
数
詞
の
改
変
で
あ
り
、
ま
た
の
一
は
、
そ
の
消
去
（
削
除
）
で
あ
る
。

「
粒
」
は
、
多
く
仏
舎
利
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
他
、
「
飯
」
（
這
、
四
2
）
、
「
粟
」
（
一
三
3
）
を
数
え
た
若
干

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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の
例
が
あ
る
）
。

○
瑠
璃
ノ
壷
ノ
内
二
大
㌢
舎
軋
謡
暫
給
へ
リ
。
（
六
4
）

○
　
此
ノ
仏
像
ノ
函
ノ
中
二
仏
舎
利
百
粒
在
マ
ス
。
（
六
2
6
）

○
　
舎
利
三
十
粒
ヲ
取
テ
石
ノ
上
二
置
テ
斧
ヲ
以
テ
打
ッ
こ
、
（
六
仰
望

○
　
地
二
落
給
鴇
ル
思
テ
迷
テ
求
メ
拾
フ
こ
、
只
三
四
粒
許
有
テ
残
ハ
失
テ
不
見
給
ズ
。
（
六
讐

（
こ
リ
フ
）

○
　
食
物
ノ
間
二
器
ノ
中
二
舎
利
二
粒
ヲ
見
付
タ
リ
。
（
七
2
8
）

（
イ
チ
リ
フ
）

○
　
舎
利
一
粒
ヲ
得
、
（
〓
1
）

（
リ
フ
）

○
　
仏
舎
利
三
千
粒
・
仏
像
・
経
論
・
菩
提
子
三
計
、
（
〓
8
）

（
リ
フ
）

○
　
開
タ
ル
掌
ノ
中
二
仏
ノ
舎
利
二
粒
有
り
。
（
一
二
2
）

（
イ
チ
リ
フ
）

○
　
歯
ノ
軟
㌶
非
㌢
仏
ノ
舎
利
一
粒
也
。
（
；
一
望

こ
の
内
、
第
二
、
三
、
四
例
は
、
冥
報
記
巻
中
（
前
田
本
、
高
山
寺
本
）
を
出
典
と
す
る
も
の
で
、
原
典
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
「
百
余
枚
」
、

（28）

「
百
折
枚
」
、
「
三
四
枚
」
と
あ
る
。
ま
た
、
第
五
例
は
、
冥
報
記
巻
中
（
同
右
）
、
法
苑
珠
林
巻
第
五
十
六
な
ど
を
出
典
と
す
る
も
の
で
、
原

典
に
は
「
二
枚
」
と
あ
り
、
類
語
を
の
せ
る
法
華
霊
験
伝
巻
下
に
は
「
二
顆
」
　
（
慶
安
刊
本
は
「
十
一
顆
」
）
と
あ
る
。
（29）

「
粒
」
　
へ
の
改
変
に
つ
き
、
「
本
集
の
編
者
は
、
つ
と
め
て
和
げ
て
」
訳
し
た
こ
と
が
看
取
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
「
枚
」
か
ら

「
補
」
は
、
画
像
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

（
イ
チ
フ
）

○
　
善
哉
。
妙
ナ
ル
心
ヲ
以
テ
一
補
ノ
仏
像
ヲ
画
シ
テ
彼
ノ
国
二
可
送
シ
。
（
一
2
3
）

（
イ
チ
フ
）

○
　
絵
像
一
補
ヲ
書
タ
リ
。
（
四
1
6
）

（30）

前
者
は
、
三
宝
感
応
要
略
録
上
の
「
善
哉
妙
意
。
可
画
一
鏑
仏
像
送
与
彼
王
。
」
を
原
典
と
す
る
。
だ
が
、
「
鋪
」
字
が
「
補
」
と
変
っ
て

い
る
。
後
者
の
出
典
は
、
大
唐
西
域
記
二
、
健
駄
選
国
の
条
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
原
典
に
は
、
「
共
画
二
一
像
一
」
「
画
工
乃
同
指
二
一
像
L
と



（31）

あ
る
だ
け
で
、
「
一
鏑
」
と
も
「
一
補
」
と
も
み
え
な
い
。
こ
こ
は
文
意
を
汲
ん
で
、
「
一
補
」
と
改
め
た
も
の
（
助
数
詞
「
補
」
の
添
加
）
で

あ
ろ
う
か
。

右
の
場
合
、
「
鋪
」
を
「
補
」
に
改
め
た
理
由
、
ま
た
、
「
補
」
字
を
起
用
し
た
理
由
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、

「
補
」
は
、
本
来
の
中
国
出
自
の
助
数
詞
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

ブ

　

　

　

　

　

フ

ク

も
と
、
「
一
鋪
」
は
、
「
幅
（
副
）
」
で
数
え
ら
れ
る
複
数
幅
の
図
像
一
連
の
も
の
を
数
え
、
日
脚
②
群
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

（32）

必
ず
し
も
「
一
枚
」
（
日
脚
①
群
）
の
意
で
は
な
く
、
何
枚
か
で
成
る
一
組
の
も
の
を
示
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
日
本
で
は
、

（

用

曇

　

　

　

（

3

4

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

複
数
幅
を
綴
っ
て
成
る
一
張
の
も
の
、
一
枚
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
中
世
の
日
常
的
な
文
書
世
界
に
お
い
て
は
、
「
鏑
」
の

フ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

酔

望

用
字
・
用
法
は
「
幅
」
の
そ
れ
に
包
摂
さ
れ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
二
者
の
混
同
の
過
程
で
、
「
鋪
」
に
も
フ
ク
の
音
が
生
じ
て
い
た
の
か
も

（

3

6

）

　

　

　

フ

し
れ
な
い
。
右
に
「
補
」
と
み
え
る
の
は
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
混
同
し
た
状
況
を
避
け
よ
う
と
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
頭
」
は
、
牛
、
鹿
、
馬
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
、
天
竺
部
（
一
興
二
輿
五
竿
震
旦
部
（
九
冥
九
輿
一
〇
1
）
、
本
朝
仏
法
部

（
一
一
輿
二
〇
堕
に
み
え
て
い
る
。
鹿
、
馬
を
数
え
る
例
と
は
、
震
旦
部
の
左
記
で
あ
る
。

（ヅ）

○
　
鹿
一
頭
ヲ
国
王
ノ
御
前
二
将
参
テ
、
（
一
〇
1
）

○
　
他
ノ
人
有
テ
、
馬
ヲ
一
頭
与
等
（
九
1
7
）

一
方
、
「
疋
」
で
馬
を
数
え
る
例
が
、
天
竺
部
（
五
翌
、
震
旦
部
（
九
型
、
本
朝
世
俗
部
（
二
二
8
、
二
六
1
7
、
二
六
堕
二
八
7
、
二
九
輿

三
一
1
4
な
ど
）
　
に
み
え
て
い
る
。

右
の
第
二
例
は
、
珍
し
い
混
用
例
で
あ
る
。
牛
、
鹿
な
ど
を
「
頭
」
で
、
馬
を
「
疋
」
で
数
え
る
の
は
中
国
本
来
の
用
法
で
あ
り
、
日
本

の
文
章
世
界
（
古
文
書
、
古
記
録
等
）
で
も
比
較
的
厳
密
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

（37）

こ
の
条
、
原
典
に
は
、
「
今
日
当
有
人
。
与
我
一
頭
碇
。
至
日
午
。
呆
有
人
牽
櫨
一
頭
送
来
。
」
（
冥
報
記
巻
下
）
云
々
と
あ
る
。
「
蛙
」
を
「
馬
」

に
改
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
助
数
詞
も
「
疋
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
即
ち
、
こ
こ
に
は
、
当
時
の
日

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

常
生
活
に
お
け
る
助
数
詞
の
使
い
方
が
、
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
集
に
は
、
他
方
に
、
「
馬
一
ッ
也
。
」
（
一
六
5
）
、

「
斑
ナ
ル
牛
ニ
ッ
有
。
」
（
二
〇
1
9
）
と
い
っ
た
表
現
も
み
え
て
い
る
。
日
常
通
俗
の
口
頭
語
な
ど
で
は
、
「
疋
」
「
頭
」
の
用
法
差
も
必
要
な
い

こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
現
実
生
活
の
一
端
が
、
こ
こ
に
顔
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

右
は
、
改
変
す
べ
き
助
数
詞
を
改
変
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
日
常
性
の
窺
わ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

原
典
に
お
け
る
助
数
詞
の
消
去
は
、
そ
れ
が
、
い
よ
い
よ
日
本
語
に
な
じ
ま
な
い
と
き
に
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

○
　
震
旦
こ
、
周
ノ
武
帝
、
難
ノ
卵
ヲ
好
テ
食
シ
給
等
毎
度
二
多
ノ
卵
ヲ
食
シ
給
宗
、
（
九
2
7
）

○
　
亦
、
難
ノ
卵
六
ヲ
寒
帯
キ
（
九
竺

（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

出
典
は
、
と
も
に
冥
報
記
巻
下
で
、
原
典
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
好
食
薙
卵
。
一
食
数
枚
。
」
、
「
又
復
殺
難
卵
六
枚
。
」
と
あ
る
。
こ
の
用

法
は
、
中
国
漠
代
か
ら
み
え
て
い
る
。

〇
　
人
小
畜
鶏
一
鶏
子
五
枚
　
元
康
四
年
二
月
己
未
朔
己
巳
佐
（
下
略
）
　
（
居
延
簡
腰
、
1
0
・
2

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
卵
に
「
枚
」
を
用
い
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
右
の
「
枚
」
は
、
故
意
に
消
去
（
削
除
）
さ
れ
た
も

（40）

の
ら
し
い
。

以
上
、
改
変
と
い
い
、
消
去
（
削
除
）
と
い
う
。
天
竺
部
、
震
且
部
に
集
中
し
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
や
は
り
、
こ
れ
ら
が

編
集
者
の
手
に
よ
る
、
原
典
（
漢
文
）
　
の
和
化
的
処
置
の
一
端
で
あ
る
が
た
め
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
特
定
の
助
数
詞
を
伴
わ
な
い
表
現

前
節
に
お
い
て
は
、
本
集
に
お
け
る
助
数
詞
用
法
の
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
た
。
し
か
し
、
本
集
に
は
、
特
定
の
助
数
詞
を
伴
わ
な
い
数
量

表
現
も
少
な
く
な
い
。
峰
岸
論
文
で
は
、
む
し
ろ
、
「
概
し
て
い
え
ば
、
基
数
に
接
尾
語
「
つ
」
を
伴
っ
た
語
形
の
も
の
が
、
本
集
に
お
け
る

事
物
の
数
を
数
え
る
表
現
の
基
調
を
な
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
そ
の
「
出
」
、
五
頁
）
。



こ
の
詳
細
に
つ
き
、
同
論
文
で
は
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

①
　
本
集
に
現
わ
れ
る
事
物
の
数
量
表
現
（
0
個
群
）
に
つ
き
、
こ
れ
を
名
詞
と
数
詞
と
の
結
合
形
式
の
面
か
ら
分
類
す
る
と
、
お
お
よ
そ

次
の
よ
う
に
な
る
（
末
尾
に
用
例
を
例
示
す
る
）
。

I
　
特
別
な
助
数
詞
を
伴
わ
な
い
場
合

何
　
基
数
詞
＋
ノ
十
名
詞
（
二
ノ
船
、
「
黒
キ
牛
）

㈲
　
名
詞
＋
基
数
詞
（
船
十
余
、
牛
ニ
ッ
）

何
　
基
数
詞
の
み
（
a
b
以
外
の
も
の
を
一
括
す
る
）
（
釣
ヲ
ニ
ッ
、
鹿
ハ
三
四
許
）

H
　
特
定
の
助
数
詞
を
伴
な
う
場
合

伸
　
（
基
数
＋
助
数
詞
）
十
ノ
＋
名
詞
（
三
育
ノ
帯
ヲ
、
五
百
頭
ノ
牛
）

］表2第
［

T・1
I Tl

巻

次

表
現
形
式

f e d C b a

4 4 4 72 4 53 1

0 1 2 5 1 95 2

6 7 0 91 4 13 3

2 3 0 6 1 33 4

1 3 3 42 31 401 5

11 41 11 2 3 51 6

03 52 4 8 3 93 7

8

91 7 1 31 01 25

1 3 2 01 01 04 01

2 7 8 5 5 92 11

51 71 4 6 4 52 21

72 01 7 0 0 62 31

23 61 7 7 2 12 41

5 9 4 3 2 21 51

6 61 0 2 61 01 61

7 81 11 3 2 4

9

5

1

3

3

4

4

4

6

8

1

0

2

2

1

1

7

8

9

1

1

13

3

0

0

0

6

6

2

2

3

1

0

1

4 0

7

0

1

0

1

0

0

3

0

0

0

5 11

0

2

1

1

2

4

5

3

1

1

1

2

0

6

2

0

2

3

0

1

1

1

7

0

5

4

4

9

3

3

1

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

0

2

3

1 1

3

0

2 9

0

5

1 9

0

1

2

3

3

681 722 08 412 071 836 計

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

伺
　
名
詞
＋
　
（
基
数
＋
助
数
詞
）
　
（
船
十
余
哩
ミ
黒
キ
牛
一
頭
ヲ
）

的
　
（
基
数
＋
助
数
詞
）
の
み
（
d
e
以
外
の
も
の
を
一
括
す
る
）
（
船
…
七
腔
乍
ラ
、
馬
…
二
疋
ガ
）

②
　
右
を
表
示
す
る
と
、
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。

右
表
は
、
峰
岸
論
文
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
何
欄
の
合
計
に
6
3
8
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
各
巻
の
集
計
し
た
と
こ
ろ
（
6
4
3
）
と
合
わ
な
い
。

こ
の
欄
の
い
ず
れ
か
の
部
分
に
誤
植
が
あ
る
ら
し
い
）
。
こ
れ
を
、
私
に
集
約
し
て
暗
示
す
る
と
、
第
三
表
の
よ
う
に
な
る
（
回
欄
の
合
計
は
、
仮

に
6
4
3
と
す
る
）
。

こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、
同
論
文
で
は
、
本
集
に
は
I
の
表
現
形
式
、
特
に
何
の
そ
れ
が
圧
倒
的
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
、
よ
っ
て
、
本
集
は
、
む
し
ろ
漢
文
訓
読
語
文
の
数
詞
表
現
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
と
さ
れ
る
（
そ
の

「
出
」
、
七
頁
、
九
頁
）
。

総
体
的
に
み
る
と
、
I
の
形
式
（
六
八
％
）
に
対
し
、
H
の
そ
れ
は
三
割
程
度
（
三
二
％
）
で
あ
る
。
右
の
趣
旨
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、

天
竺
、
震
旦
部
に
I
の
形
式
が
多
く
、
本
朝
部
（
仏
法
部
）
に
H
の
形
式
が
多
い
と
い
う
傾
向
は
、
本
稿
の
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
に

一
致
す
る
。

し
か
し
、
説
明
し
切
れ
な
い
点
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
H
の
形
式
は
、
天
竺
部
（
八
％
）
、
震
旦
部
（
二
二
巻
と
増
加
し
て
き
て

本
朝
仏
法
部
（
五
二
．
％
）
で
最
高
率
を
占
め
る
。
だ
が
、
そ
の
後
、
本
朝
世
俗
部
（
一
八
％
）
で
は
甚
し
く
低
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
同
じ
本
朝
部
と
い
い
な
が
ら
、
仏
法
部
と
世
俗
部
と
で
大
差
を
生
じ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

I
の
形
式
は
、
天
竺
部
で
三
六
％
、
震
且
部
で
二
〇
％
で
あ
る
（
合
せ
て
五
六
％
）
。
こ
れ
が
、
本
朝
仏
法
部
（
二
六
％
）
、
同
世
俗
部
（
一
九

％
）
と
巻
次
が
進
む
に
つ
れ
て
激
減
し
て
い
く
。
こ
れ
に
反
比
例
し
て
、
H
の
形
式
が
増
加
し
て
い
く
な
ら
わ
か
り
や
す
い
。
だ
が
、
そ
う
は

な
っ
て
い
な
い
。

実
は
、
本
朝
世
俗
部
に
は
、
接
尾
語
「
つ
」
に
よ
る
表
現
が
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
。
本
集
に
お
け
る
そ
の
使
用
状
況
・
使
用
対
象
を
表



ITl T
l

巻

次

表
現
形
式

f e d C b a

31 81 9 18 32 262

1
′、ノ5

＼
／
％8く04 ＼

／
％63く663 ㈲

34 94 81 33 62 641

6
～

10

〉％22く101 ＼
／
％02く502 ㈲

＼
／
％03く051 〉％65く175

小
計

010 701 84 33 94 181

11
～

20

＼
／
％25く552 ＼

／
％62く362

小

計

03 35 5 76 27 45

21
～

31

＼
／
％81く88 ＼

／
％91く391

小
計

681 722 08 412 071 ホ346
大

計

〉％83く ＼
／
％64く ＼／％61く ＼／％12く

＼
／
％71く ＼

／
％36く

＼
／
％23く394 〉％86く7201

＼
ノ
％001く0251

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

七
三
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軋
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思
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風
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、
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衣
キ
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ノ
赤

月

王

、

日

国

鳥

1　2　3　4　5

巻

巻

巻

巻

巻

ヽ期
臥
則

夫
　
ノ
馴
摘

飢
え
、
瓶

屋
、、
子

亀
床

6　7　8　9　10

巻

巻

巻

巻

巻

臥少凰倣鼠
、
文
針

ヽ
レ
し

鬼
上
鼠
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、
衣
目
、
ノ
亀

ヽ
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ヽ

臥
歓
楽
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ヽ
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夙

ヽ－ヽ
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．
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、
、
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馬
求
一
老
叡
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巻

巻

巻

巻

巻

巻

巻

巻

巻
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巻



簑
蒜

ヽ

）

　

ヽ

蒸一㌢薫蒸一

ヽ衣ノ綿薄乳ノ石碁ヽ馳
　
郎
蜘
　
　
訂
蜘
　
抑
　
蜘
凱

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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七
六

示
す
れ
ば
、
第
四
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
「
一
ッ
ノ
伽
藍
ヲ
」
（
〓
1
4
）
、
「
牛
二
ッ
」
（
二
〇
9
）
の
よ
う
に
、
接
尾
語
「
つ
」
の
存
在

が
文
字
の
上
に
表
わ
れ
た
用
例
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
。

接
尾
語
ツ
に
よ
る
表
現
は
、
天
竺
部
で
は
巻
五
、
震
且
部
で
は
巻
十
、
本
朝
仏
法
部
で
は
巻
十
一
、
十
六
、
十
九
、
同
世
俗
部
で
は
巻
二

十
三
、
二
十
四
、
二
十
六
以
後
な
ど
に
目
立
っ
て
多
い
。
逆
に
、
巻
六
、
七
、
十
三
、
十
四
、
二
十
二
、
二
十
五
な
ど
、
そ
れ
は
少
な
い
。

こ
の
傾
向
は
、
本
集
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
文
脈
上
の
性
格
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
朝
世
俗
部
で
は
、
接
尾
語
ツ
に
よ
る
表
現
が
全
盛
を
極
め
る
。
本
朝
仏
法
部
で
最
高
率
を
占
め
た
H
の
形
式
は
、
そ
の
た
め
、
大
き
く

譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
朝
仏
法
部
と
は
ま
た
異
な
っ
た
同
世
俗
部
の
性
格
が
、
こ
こ
に
窺
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と

同
時
に
、
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
と
接
尾
語
ツ
に
よ
る
表
現
と
の
関
係
も
、
こ
こ
に
は
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
I
の
形
式
は
、
天
竺
部
、
お
よ
び
、
震
旦
部
、
本
朝
仏
法
部
で
二
割
台
、
三
割
台
を
占
め
て
い
る
が
、
第
三
表
、
第
四
表
を

併
せ
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
巻
次
に
お
け
る
多
く
は
、
〝
接
尾
語
ツ
に
よ
る
表
現
で
は
な
い
″
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
こ
れ
は
、
「
つ
」
の
表
記
を
伴
わ
な
い
「
此
ノ
二
ノ
船
」
（
三
一
5
）
、
「
鹿
ハ
三
四
許
」
（
二
三
鬱
　
の
よ
う
な
用
例
で
あ
る
。

今
、
右
の
類
を
A
と
し
、
接
尾
語
ツ
に
よ
る
表
現
を
B
と
し
よ
う
。
峰
岸
論
文
で
は
、
A
と
B
と
は
同
等
と
さ
れ
、
同
様
に
扱
わ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
も
し
、
同
等
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
B
が
本
朝
世
俗
部
に
偏
在
す
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
、
そ
の
内

実
で
な
く
、
表
記
面
に
お
け
る
問
題
（
接
尾
語
ツ
の
無
表
記
か
ら
表
記
へ
の
推
移
）
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
た
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で

は
、
H
の
形
式
が
本
朝
世
俗
部
に
激
減
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
、
B
は
、
和
語
「
ひ
と
つ
」
「
ふ
た
つ
」
…
：
・
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
A
は
、
そ
の
点
、
不
明
で
あ
る
。
否
、
第
三

表
、
第
四
表
を
併
せ
み
れ
ば
、
そ
れ
は
B
で
は
な
い
、
つ
ま
り
、
字
音
語
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
時
に
は
和
語
（
和

読
）
を
表
わ
し
、
B
と
差
異
な
く
用
い
ら
れ
た
も
の
も
存
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
A
が
天
竺
部
な
ど
の
本
集
首
部
に
、
B
が
本
朝
世

俗
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
偏
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
基
本
的
に
は
、
A
と
B
と
は
異
質
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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A
を
、
如
何
に
読
む
（
補
読
す
る
）
か
、
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
中
国
の
文
言
文
に
出
る
。
B
が
和
語
を
表
記
し
た
も
の
で

あ
る
に
対
し
、
そ
れ
ら
は
、
本
来
、
日
本
読
み
（
和
語
・
字
音
語
）
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

五
、
お
わ
り
に

本
集
に
は
、
多
様
な
助
数
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
集
に
独
自
の
用
法
も
、
ま
た
、
各
部
の
性
格
・
内
容
等
に
応
じ
て
の
用
法
差
も
認

め
ら
れ
る
。
本
集
は
、
助
数
詞
研
究
上
、
貴
重
な
資
料
の
一
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
は
、
こ
と
に
本
朝
仏
法
部
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
後
に
は
、
特
定
の
助
数
詞
を
伴
わ
な
い
表
現
が
多
い
。
即

ち
、
大
ま
か
に
い
え
ば
、
天
竺
部
、
お
よ
び
、
震
且
部
に
は
接
尾
語
ツ
を
伴
わ
な
い
基
数
に
よ
る
表
現
が
多
く
、
本
朝
世
俗
部
に
は
接
尾
語

ツ
に
よ
る
表
現
が
多
い
。
前
者
は
、
出
典
と
す
る
中
国
文
言
文
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
後
者
は
、
日
本
語
の
本
来
的
表
現
方
法

の
一
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
の
実
態
や
存
在
意
義
を
窺
う
と
き
、
こ
れ
ら
二
者
の
存
在
も
等
閑
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
三
日
、
潤
筆
）

注（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）

本
集
の
助
数
詞
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
、
浜
田
敦
「
中
世
の
文
法
」
（
『
日
本
文
法
講
座
』
3
、
昭
和
三
二
年
一
二
月
、
一
九
五
～
一
九
九
頁
）
、

山
田
孝
雄
・
他
校
注
『
今
昔
物
語
集
』
（
本
稿
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
）
　
の
頭
注
、
補
注
な
ど
に
も
貴
重
な
言
及
が
あ
る
。

昭
和
三
八
年
三
月
～
同
四
〇
年
二
月
発
行
。

劉
世
儒
著
『
貌
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
　
（
一
九
六
五
年
六
月
、
中
華
書
局
）
を
参
考
と
す
る
。

「
泣
キ
悲
テ
、
生
タ
リ
シ
時
ノ
事
共
ヲ
開
聞
ク
、
答
フ
ル
所
一
事
㌢
違
事
元
シ
。
」
（
二
〇
控
の
類
も
ヒ
ト
コ
ト
と
補
読
し
得
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

本
稿
の
テ
キ
ス
ト
、
第
三
冊
、
四
四
三
頁
、
頭
注
三
〇
。

「
間
」
の
、
柱
間
を
意
味
す
る
場
合
も
、
助
数
詞
に
準
ず
る
用
法
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

本
説
話
は
、
法
苑
疎
林
、
そ
の
他
の
所
説
を
綜
合
編
輯
し
た
ら
し
い
と
さ
れ
、
そ
の
内
の
一
増
壱
阿
含
経
巻
第
四
十
七
に
は
、
「
手
撃
大
石
長
三

十
肘
広
十
五
肘
而
脚
世
尊
」
と
み
え
る
　
（
テ
キ
ス
ト
第
一
冊
、
頭
注
、
補
注
一
五
三
）
。

『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
日
本
霊
異
記
』
、
昭
和
四
六
年
八
月
、
岩
波
書
店
刊
、
二
九
二
頁
。

「
千
人
で
か
か
え
る
程
の
大
き
さ
。
」
　
（
頭
注
）
と
の
意
で
、
原
典
に
は
、
「
復
将
須
弥
四
埴
四
大
香
潔
出
甘
乳
樹
。
樹
各
千
囲
高
百
由
旬
。
」
と
あ

る
（
大
般
浬
磐
経
後
分
巻
下
、
機
感
茶
毘
晶
、
『
結
大
蔵
経
』
、
第
三
巻
、
九
〇
九
貢
）
。

坂
元
正
典
「
〝
囲
″
　
の
変
遷
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
文
化
史
研
究
』
　
（
帝
塚
山
短
期
大
学
）
、
第
七
号
、
一
九
八
四
年
、
一
五
頁
。

同
「
延
喜
式
に
見
え
る
図
に
つ
い
て
　
（
上
）
　
（
下
）
」
、
『
帝
塚
山
短
期
大
学
紀
要
－
人
文
・
社
会
科
学
編
－
』
、
第
一
八
号
、
一
九
八
一
年
一
月
、
第

二
〇
号
、
一
九
八
三
年
三
月
。

参
考
ま
で
に
、
武
柏
索
、
他
編
著
『
中
国
語
量
詞
5
0
0
』
　
（
一
九
九
五
年
四
月
、
中
華
書
店
、
三
七
八
頁
）
　
で
は
、
動
量
詞
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
条
、
法
苑
珠
林
巻
七
十
に
「
頭
髪
上
有
一
双
玉
欽
」
、
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
に
「
髪
に
玉
の
か
ん
ざ
し
一
よ
そ
ひ
を
さ
し
て
き
た
り
」
と
あ

る
。頭
注
。
な
お
、
法
華
伝
に
「
五
侯
」
と
す
る
類
は
、
「
隻
」
の
く
ず
L
を
誤
認
、
誤
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

注
（
8
）
　
文
献
、
補
注
、
下
一
七
、
四
九
四
頁
。

拙
稿
「
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
、
第
一
六
韓
、
一
九
九
三
年
五
月
。

注
　
（
8
）
文
献
、
二
二
四
頁
、
二
二
六
貢
。

『
鰍
配
大
蔵
経
』
、
第
四
巻
、
三
四
六
頁
。

フ
タ
ハ
シ
テ

校
注
者
の
補
読
す
る
「
　
二
ノ
明
神
ハ
」
　
（
一
一
2
5
）
、
「
一
ノ
仏
ノ
」
　
（
一
七
4
2
）
　
の
類
は
含
め
な
い
。

拙
稿
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
、
第
一
八
韓
、
一
九
九
五
年
八
月
。

も
ろ
や

「
今
ぞ
う
れ
し
き
諸
矢
し
っ
れ
ば
」
　
（
拾
遺
和
歌
集
、
雑
春
一
〇
二
九
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
二
九
五
貢
）
、

も

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

か

「
諸
矢
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向

ふ
。
」
　
（
徒
然
草
、
第
九
二
段
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
一
六
四
頁
）
、
ま
た
、
拙
稿
、
注
（
1
5
）
文
献
。

『
鍬
舵
大
蔵
経
』
、
第
四
巻
、
三
六
四
頁
。

こ
の
例
の
後
に
、
「
同
様
ナ
ル
人
、
五
人
、
各
銭
千
両
ヲ
持
テ
来
テ
」
　
（
九
1
3
）
　
と
み
え
、
打
開
集
に
「
銭
千
巻
ツ
、
」
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
十
貫
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づ
～
」
と
あ
る
。

『
鰍
艇
大
蔵
経
』
、
第
至
巻
、
七
九
〇
頁
。

中
島
悦
次
著
『
打
開
集
』
、
昭
和
四
〇
年
五
月
、
白
帯
社
刊
、
図
版
二
四
貢
。

『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
宇
治
拾
遺
物
語
』
、
昭
和
四
三
年
七
月
、
岩
波
書
店
刊
、
三
六
四
頁
。

但
し
、
類
例
は
天
竺
部
（
四
3
4
）
　
に
も
あ
り
、
原
典
に
「
金
千
両
」
、
「
三
千
両
」
（
四
芭
な
ど
と
み
え
る
こ
と
も
あ
る
（
法
苑
珠
林
）
。

『
新
釈
漢
文
大
系
　
荘
子
下
』
、
昭
和
四
二
年
三
月
、
明
治
書
院
刊
、
六
八
九
頁
。

テ
キ
ス
ト
、
第
二
冊
、
補
注
、
四
二
三
頁
。

注
　
（
2
8
）
　
文
献
。

『
鰍
艇
大
蔵
経
』
、
第
至
巻
、
八
二
八
頁
。

『
鰍
配
大
蔵
経
』
、
第
五
二
巻
、
八
八
〇
貢
。

水
谷
真
成
「
「
一
鏑
」
の
意
義
に
つ
い
て
ー
ー
変
文
演
出
法
に
関
す
る
一
試
論
－
」
、
『
支
那
学
報
』
　
（
大
谷
大
学
）
、
第
二
号
、
昭
和
三
二
年
六
月
。
同
氏

著
『
中
国
語
史
研
究
－
中
国
語
学
と
イ
ン
ド
学
と
の
接
点
－
』
　
（
一
九
九
四
年
七
月
、
三
省
堂
刊
）
所
収
。

山
田
孝
雄
著
『
三
宝
絵
略
注
』
、
昭
和
二
六
年
一
〇
月
、
宝
文
館
刊
、
三
九
五
貢
。

テ
キ
ス
ト
、
第
一
冊
、
補
注
二
一
六
、
四
四
九
貢
。

注
　
（
1
5
）
　
文
献
。

島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
後
鳥
羽
上
皇
逆
修
僧
名
等
目
録
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
一
八
号
、
一
九

八
九
年
一
一
月
。

『
枇
杷
大
蔵
経
』
、
第
五
一
巻
、
七
九
八
貢
。

『
鍬
配
大
蔵
経
』
、
第
五
二
巻
、
七
九
六
頁
。

『
結
大
蔵
経
』
、
第
空
巻
、
七
九
九
頁
。

こ
の
点
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
注
　
（
2
8
）
　
に
同
じ
。

拙
稿
「
奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
l
l
l
－
古
代
中
国
に
お
け
る
助
数
詞
に
触
れ
て
－
」
、
『
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』
、
一
九
九

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
年
六
月
、
和
泉
書
院
、
そ
の
他
。

［
付
記
］
本
稿
の
大
要
は
、
先
の
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
で
口
頭
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
一
九
九
五
年
八
月
一
二
日
、
於
広
島
女
子
大
学
）
。
席
上
、

御
指
導
い
た
だ
い
た
小
林
芳
規
先
生
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




